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【小特集：ろうそくの炎がささやく言葉 in台湾】②	
 

一隻鞋	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 新井高子	
 	
 	
 譯者・黃淑燕＋黃琯元	
 

	
 

紅色的罌粟花，盛開的	
 

海濱 

一隻皮鞋，被打上岸來	
 

還綁在鞋上的，鞋帶 

	
 

罌粟花柔柔的彎下腰 

將花瓣上的朝露，滴落	
 

輕輕地，舒了口氣	
 

用力甩落之後	
 

才要睜開的	
 

眼皮前面	
 

一隻滿是污泥的鞋 

	
 

古井般深邃的眼中	
 

恐怕	
 

映照不出什麼景色	
 

記憶也	
 

全然濕透	
 

只能拍拍她吧 

罌粟花，伸出她的葉子	
 

伸向胸膛般的鞋面 

	
 

	
 	
 ―――浪也打不碎呢	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 沖不走哪	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 已磨平的鞋跟和	
 

	
 	
 	
 	
 	
 皺紋 

	
 

	
 	
 	
 	
 吸引過來 

	
 	
 將人們散逸掉了的關注	
 

	
 吸到海邊	
 

罌粟花，探頭看	
 

愈顯清澈透亮的	
 

古井底	
 

一朵，小魚背鰭般的，火 

	
 

	
 	
 ―――無法澆熄的呀	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 「存在」內面深處，樸實又微弱的光，	
 

	
 	
 	
 	
 	
 因為海也是  

一雙巨大的眼睛	
 

	
 

片方の靴	
 

	
 

	
 

紅いひなげしが咲いていました	
 

浜辺に、	
 

片方だけ、皮靴が打ち上げられておりました	
 

縛ったままの靴ひもでした	
 

	
 

花びらのあさつゆを	
 

ひなげしが	
 身をしならして垂らしたら	
 

息づきます、かすかに、	
 

精いっぱい振りこぼしたら	
 

あけようとする、	
 

目ぶたを	
 

泥靴が、	
 

	
 

古井戸のように深い目に、	
 

おそらく	
 

景色は映っていない	
 

記憶さえ	
 

ぐっしょり濡れて、	
 

ひなげしは	
 さすってみるほかありません	
 

葉を伸ばし	
 

胸のような靴の甲を、	
 

	
 

	
 	
 ―――砕くことはできないよ、波も	
 

	
 	
 	
 	
 	
 流せない	
 

	
 	
 	
 	
 	
 すりへった踵と	
 

	
 	
 	
 	
 	
 皺が、	
 

	
 

	
 	
 	
 たぐり寄せるのです、	
 

	
 	
 はぐれたひとの眼ざしを	
 

	
 浜辺まで、	
 

ひなげしが覗きこめば	
 

いっそう透きとおり、	
 

井戸の底に	
 

小魚の背びれのような、火が、	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 ―――消せないさ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 存在のおくの、正直なほそい光は	
 

	
 	
 	
 	
 	
 海もまた、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 巨きな瞳だから、	
 



 

 ４ 

	
 

        那時	
 

	
 	
 	
 淚眼狂奔	
 

	
 	
 怒濤中 

	
 釋放著的，是什麼樣的光芒？	
 

海中	
 

被吞噬而去的，另一隻鞋	
 

	
 

	
 	
 ―――所要描繪，那一輪	
 

	
 	
 	
 	
 	
 藍色火焰	
 

	
 	
 	
 	
 	
 看到了嗎	
 

	
 	
 	
 	
 	
 沙丁魚群的眼睛	
 

	
 

還在搖呢	
 

不	
 

是風哪	
 

矗立著，裸了身子的罌粟花	
 

已將花瓣	
 

灑落古井之中	
 

	
 

那是臍帶	
 

直到，鞋帶的	
 

另一端	
 

直到伸長著手的，眼瞳深處	
 

	
 

爬著	
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灯台	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ワリス・ノカン	
 

	
 

一日また一日と待っていると	
 

あなたはすくっと立ち	
 

一枚の硬貨の意志となる	
 

夜の触手が睫毛にふれる	
 

そっと	
 そっと……	
 

一本	
 二本	
 十本……一万本のロウソクの光が海面に射しこむ	
 

疲弊した海岸が光の翼にのってまもなくやってくる	
 

	
 

もし灯台の存在意義がわかっているのなら	
 

愛をなくし	
 友情を失い	
 肉親の情を喪失した人に	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 あのとき、	
 

	
 	
 	
 うるんで疾走しながら、	
 

	
 	
 怒濤しながら	
 

	
 どんな光を放ったか	
 

沖へ、	
 

飲まれていく、もう片方は	
 

	
 

	
 	
 ―――かこうとする、ひと輪の	
 

	
 	
 	
 	
 	
 蒼い火を、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 見たでしょうか	
 

	
 	
 	
 	
 	
 いわしの群れの目が、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 

また揺れてるね	
 

いいえ、	
 

風だよ	
 

裸のひなげしが立っていました	
 

花びらを、	
 

井戸に降らして	
 

	
 

へその緒なのです	
 

靴ひもの	
 

その先は、	
 

つかもうとする瞳の底まで	
 

	
 

這って、	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （初出『ろうそくの炎がささやく言葉』）	
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どうか話してあげてください	
 

灯台が休んでいるあいだは	
 

暗い歴史のなかで光明を放ってください	
 

あなたが微かな光しか発せられないときでも	
 

助けを求める救いのないまなざしに	
 

どうか光を投げかけてくださいと	
 

	
 

	
 	
 （出典『永遠の山地』「黙思録」第3連(三、灯台)、訳・内山加代）	
 


